
■ 発表参加対象（発表者以外の方も入場できます）
○大人の部（高校生以上、団体・企業・行政等）：～28団体
　九州に在する水と緑に関する保全や防災・地域づくりを
　テーマに活動・事業をしている団体もしくは個人
○子どもの部（中学生まで）：～12団体
　九州に在する水と緑に関する保全や防災、地域づくりを
　テーマに活動をしている団体（学校・学級等）・個人

■ 発表応募について＜大人の部・子どもの部共通＞
○応募用紙の様式について
     　様式１：活動内容や概要等の応募用紙です。
     　様式２：「ステージ発表」や「パネル発表」で使用する
　　　　　　活動や事業概要をまとめた「A1」サイズ程度
　　　　　　の「パネル」を縮小したものです。
○応募〆切：様式１：平成22年 10月 15日（金）　必着
　　　　　　様式２：平成22年 10月 22日（金）　必着
○参加支援：子どもの部発表者・大人の部発表者（民間団体）
　　　　　　には開催規程により１人分の交通・宿泊費等が
　　　　　　補助されます。行政や企業の方は、自己負担で
　　　　　　お願いします。

※応募様式は、次のホームページからダウンロードできます。
　・九州川の情報室　http://kawa-guide.jp/
　・宮崎河川国道事務所　http://qsr.mlit.go.jp/miyazaki/
　・延岡河川国道事務所　http://qsr.mlit.go.jp/nobeoka/
　・宮崎県河川課　http://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　doboku/kasen/kasen_jigyo/index.html
　・NPO法人五ヶ瀬川流域ネットワーク　http://www.gokasegawa.com/
　・NPO法人大淀川流域ネットワーク　http://www.ooyodo-river.org/

■ お問い合わせ・応募用紙の送付先
　　九州「川」のワークショップ実行委員会
　　　本部事務局　ＮＰＯ法人九州流域連携会議
　〒830-0018 福岡県久留米市通町 6-17 日栄ビル３F
　TEL　 0942-33-2121　・　FAX 　0942-33-2125
　E-mail　 kic@kurume.ktarn.or.jp

■ 開催内容と活動の発表方法
＜１１月１３日（土曜日）＞
○ステージ発表（大人の部・学生の部・子どもの部共通）
　・１団体の発表時間は 1団体につき３分で行い、２分
　　の質疑応答を行ないます。８団体で１グループとし、
　　コーディネーターは、１グループに２人（行政・民
　　間）で、発表及び質疑の進行をします。１グループ
　　の発表終了後、休憩を入れます。
　 ・発表は、団体の活動や発表内容をまとめたパネルを
　　事前に作成し、ステージに掲示して行います。
　 ・3分以内であれば発表方法は自由で、模型を使った
　　り、漫談、踊り、歌、人形芝居など、色々工夫して
　　下さい。発表者は複数でもかまいません。
　・原則として、OHP、スライド、液晶プロジェクターを
　　使った画像は、川や活動風景の写真 3枚とします。
○パネル発表（大人の部・学生の部・子どもの部共通）
　・発表団体をグループごとに 15分間、発表用に作成
　　したパネルを使って屋台方式で発表します。
　　参加者は、ステージ発表で興味を持った団体の所に
　　行き、発表者と意見交換をします。
○子ども体験交流会
　・「畳堤」や「鮎やな」など五ヶ瀬川の個性ある姿を
　　見学します。
○子どもの部表彰と招待団体の発表
　・全国いい川づくりワークショップで広松伝賞を受賞
　　した団体の発表と子どもの部の参加団体の表彰　
○あゆ交流会（有料：4,000 円程度）
　 ・五ヶ瀬川の鮎をメインとした懇親交流会。
　・同じ川仲間、水環境仲間としての交流を深めます。
　・地域の自慢の食物や飲物の持込みは大歓迎です。

＜11月１４日（日曜日）＞
○ステージ発表（学生の部）
○パネル発表（大人の部・学生の部）
○水環境活動への提案（防災と自立）
　・近年の異常降雨や出水に対する防災意識の啓発や防
　　災体制づくりに関するNPOが果たす役割と日常活
　　動の中でNPOがどのようにして自立していくかを
　　提案してもらいます。
○全体討論会
　 ・水環境活動への提案と今回のワークショップを通し
　　て見いだされた活動や事業のキーワードを探り、
　　これからの九州における豊かな自然と人間が共存し
　　ていくための取組みなどを会場全体で論議します。

■延岡の川特別見学ツアーの参加者募集
　・延岡にある防災、利水施設を巡る特別見学会です。
　　＜コース及び参加費：1,500 円（昼食代含む＞
　　ワークショップ会場→畳堤→貝の畑輪中堤→岩熊井堰
　　→家田地区浸水柱標と霞堤→ワークショップ会場
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九州「川」のワークショップは、九州の水環境を守り、育み、創るために九州各地の流域で活動している人々や団体が、九州「川」のワークショップは、九州の水環境を守り、育み、創るために九州各地の流域で活動している人々や団体が、
一同に会し、それぞれの活動や取り組みの発表を通して、意見や情報を交換・交流することによって、「いい川」とは、一同に会し、それぞれの活動や取り組みの発表を通して、意見や情報を交換・交流することによって、「いい川」とは、
「いい川づくり」とは何かなど、よりよい水環境を育むとともに水防災意識の向上をみんなで一緒に検討する場です。「いい川づくり」とは何かなど、よりよい水環境を育むとともに水防災意識の向上をみんなで一緒に検討する場です。
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